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第 亜章 調査等に至る経緯

昭和61年 8月 県農政企画課長からレインボー観光株式会社による高城町石山におけるミニゴル

フ場造成工事に伴う「農地転用事前調査に係る意見について」文化課長あて照会があり、文化課

では高城町教育委員会へ当事業地内に文化財の所在するか問い合わせをした。町教育委員会は当

該地の分布調査を実施 してなかったため、町では県に応援を求め分布調査を実施することになり

昭和61年 8月 27日 文化課主任主事面高哲郎の担当で調査を実施 した。ゴルフ予定地は、低丘陵お

よび丘陵性の小台地で、 2小台地上で遺物散布が確認された。計画では台地 (A地区)がクラブ

ハウス建設予定地、一台地 (B地区)が 5・ 6ホ ールとなっていた。そこで当事業については、

文化財保護法第57条の 2の規定により、工事着手60日前までに埋蔵文化財発掘届が必要であるこ

と、また、クラブハウス建設予定地については工事着手前に発掘調査を実施する必要があること

第 5。 6ホ ール部分については盛土ないし削平を伴わない工法を用いれば発掘調査は必要ない旨

指導 し、なるべく遺跡に影響を与えない工法等を取るよう依頼 した。遺跡の名称については、字

名よりA地区を城ケ尾遺跡、B地区を山路遺跡と呼称することとした。町教育委員会では、遺跡

の性格を把握するため、 9月 18,19日 文化課主事北郷泰道の担当で試掘調査を実施 した。その結

果、城ケ尾遺跡では遺構として中世と考えられる柱穴が検出され、遺物は弥生土器等が出土 し、

また、 [1_1路遺跡では弥生～古墳時代と推定される土器が出上 したので、城ケ尾遺跡は弥生時代及

び中世を中心とした集落跡、山跡遺跡は弥生～古墳時代の集落跡であると推定された。

昭和61年 9月 10日 付けでレインボー株式会社から埋蔵文化財発掘届が提出されたが、工事設計

図では第 5・ 6ホ ールの部分については盛上工法となっており、また、町教育委員会と事業者と

の協議でも遺跡の取扱いについては、山路遺跡のうちクラブハウスの部分については発掘調査、

城ケ尾遺跡については現状保存することが了解されていた。遺跡の保存等については昭和61年 9

月27日付け第 108-18-21号 により県教育長より「クラブハウスに係る部分については工事着手

前に発掘調査を実施すること、第 5・ 6ホ ールに係る部分については文化財担当者立ち会いの上

盛上工事を実施すること」と通知 した。昭和61年 11月 1011付 けで高城町教育長とレインボー観光

株式会社取締役園田吉朗との間で「レインボースポーツランド造成工事における埋蔵文化財に関

する協定書Jが締結された。その内容は、「城ケ尾遺跡に係る部分のうちクラブハウスの部分につ

いては、工事着手前に発掘調査を実施する。駐車場の部分については、文化財担当者立会いのう

え地下遺構等に影響を及ぼさないよう簡易舗装を行う。山路遺跡に係る第 5。 6ホ ール部分につ

いては、文化財11当者立会いのうえ、杉は伐採後伐根はせず盛土工法ないし現状緑地とする。発

掘調査は、町教育委員会へ委託することとし、発掘調査は昭和62年 4月 16日 までに終了 し、調査

報告書は昭Tl164年 3月 刊行、その経費は 1,166,000円 とする」であった。この協定書を受けて昭
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和62年 3月 5日付けで発掘調査委託契約書が締結された。

発掘調査は、昭和63年 3月 16日 から4月 16日 間での予定で文化課主任主事長津宗重の担当で着

手 したが、御池ボラ層下の黒色上の層で縄文時代前期の曽畑式上器が出上 したので調査期間が 4

月24日 まで延長された。 しかしながら、調査最終日の24日、実測の応援に行った際、第 506ホ

ールの工事状況を確認に行ったところ、提出された工事図面とは異なる工事、つまリフェアウェ

イの部分は3mほ ど掘削する工事が施工されていた。早急にその旨文化課へ連絡 し、この件につ

いては今後町教育委員会等と協議することとして、調査を中断した。掘削工事を施工するに至っ

た事情聴取をする中でとりあえず調査は 5月 8日 に終了し、また、遺跡の破壊部分については現

状復帰は無理であるので遺物回収作業を実施するよう指導 し、その作業は 5月 25日から29日 まで

の間 4日 間面高哲郎の担当で実施 した。遺跡を破壊 したことについては、昭和62年 9月 17日 付け

でレインボー観光株式会社代表取締役園田吉朗から顛末書が提出され、昭和62年 11月 18日 付け委

保第 5号により文化庁次長から三度とこのようなことがないようにとの注意がなされた。

レインボー観光株式会社ではクラブハウスに隣接 してカー トハウスを建設することになり、昭

和62年 5月 12日 付けで埋蔵文化財発掘届が提出されたので、工事着手前に発掘調査を実施するよ

う指示 し、 6月 1日から7月 7日 までの間、宮崎考古学会会員 (現山田町教育委員会社会教育課

主事)寺師雄二氏及び面高哲郎の担当で二次調査を実施 した。

山路遺跡は、約1000ぽ ある丘陵性の台地に立地 しており、弥生～古墳時代の上器片採集される

場所で集落跡でもあると推定されていた。 4月 24日 の段階では掘削されたのり面で御池ボラ層に

竪穴住居跡 らしい掘り込み等が確認されていた。 5月 下旬の遺物回収作業では、浅い所でもアカ

ホヤ層下50～60cm掘 削を受けており、遺構等は確認されなかったが、遺物は、縄文早期の貝殻文

土器、前期の滑石を含む曽畑式上器、晩期の黒色磨研土器、古墳時代の須恵器杯 (須恵第Ⅳ期 )、

土師器、平安時代の布痕土器、須恵器等が採集された。当遺跡は縄文早期から平安にかけて有望

な集落跡であったと考えられる。特に遺跡周辺には都城盆地では数少ない前方後円墳を有する牧

ノ原古墳群等が所在 しており、当遺跡はこれらの古墳群を造営していった集落の一つと考えられ

ることから、山路遺跡の大半が未調査のまま消滅したことは文化財保護上誠に残念なことである。

三度とこうした事態が起こらないことを望む次第である。
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第彊章 城ケ尾遺跡周辺の歴史的環境

高城町は宮崎県の南西部に位置し、県の北半部の九州山脈と南部の南那I可山地に挟まれた凹地

部に位置する。城ケ尾遺跡は都城盆地中 ②北部台地群に属し、 inlを大淀川、東を東岳川に挟まれ

たシラス台地Ⅲl位 (標高 1418m)に 位置する。城ケ尾遺跡の歴史的環境を知るために、町内の遺

跡を時代‖順に概観する。

1目石器時代 IFl石器時代の遺物 。遺跡は確認されていないが、北隣りの野尻町新村 。高山遺跡

ではナイフ形石器 0泉 1片が出 11し ているので、11地域でも発見される可能性がある。

縄文時代 縄文時代の遺跡としては八久保遺跡 (大 tF有水八久保)が知 られているだけであり

御池ボラの ド層から上器が出 11し ている。今陣1の城ケ尾遺跡発掘調査の結果、御池ボラの下層の

黒色 11か ら前期の曽畑式 11器が出 11し ており、八久保遺跡も同時期と推定される。後 0晩期の上

器は今回の城ケ尾遺跡の発掘調査によって出上しているが、遺構は確認されていない。

弥生時代 弥生 H寺代の遺跡としては向原遺跡 (大字大井手向原)だ けが知 られており、後期の

長頸壷が出 11し ている。今卜11の城ケ尾遺跡の発掘調査によって重弧文の長頸壷とともに後期の目

向型間仕切り住居 3軒が検出され、当地域の集落の様相の一部を窺うことができる。

古墳時代 諄f墳時代の遺跡としては雁寺遺跡 (人字有水雁寺人「1)だけが知1ら れており、今1可

の||1路遺跡の調査によって 6‖t紀末の須恵器が出:11し ている。

町内の中′色ヽ的な l■l墳群である牧ノ原古墳群 (大字大井手牧ノ原)は大淀川右岸のシラス台地 L

(立 (標高 170m・ 比高30m)に 位置し、前方後 III墳 3栞 。円墳 10基 。地 ド式横穴墓 1基 。箱式石

棺 4思で構成されている。 1号墳を中′亡ヽとするAグループ (1 4号 墳)と 6号墳を中心とする

Bグルー′プ (5ヽ 11号墳)に分かれ、Bグ ループは地 ド式横穴墓 0箱式石棺を含んでおり、Aグ

ループと対照的なあり方を示す。 1号墳は全長50.4m,後 円部径24m,同 高さ5.8m,前方部長

さ25m,同幅33.5m,同高 3.7mの 前方後円墳であり、 1/tl側 には周溝を有する。 3号墳は全長38

.6111,後 II]部径28m,同 高さ4.4m,前方部長さ10.5m,同 幅9.5m,同高さ2mの 1りt立貝式前方

後III墳である。 6与サ墳は全長45.4m,後 F]部径26m,同高さ2.9m,前 方部長さ22.5m,同幅27

.5m,1司 高さ 3.4mの 前方後円墳であり、前方部は墓地でかなり改変されている。 2号墳は径31

.2m,高 さ4.2mの 円墳である。 11号墳は径40m,高 さ5mの 円墳である。その他の円墳は10m

15mの小円墳である。当 1lf墳群の首長墓の系譜は、墳 1■の形態から 1号墳→ 6号墳→ 3号墳→

2号境と推定され、 6世紀になって造営されたと考えられる。円形の透穴で縦方向のハケメを有

する円筒埴輪片が 1'ナ墳から表採されている (第 3図 )。 13号墳は 11体部は未調査であるが、周辺

から箱式ィI棺 1基 0地 ド式横穴墓 1基 。11壊墓 1暴が調査されており、種々の墓制が採用されて

いる点で注目される。 11墳墓は長さ3.7m,幅 1.5mの 規模で幅広のタイプであるので、占墳時代

-3-
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のものであり、鉄鏃 1が出土 している。当古墳群は 1号墳の 6世紀前半を初源として 6世紀後半

まで造営されている。当地域の首長墓の系譜は都城盆地を経済基盤として、当古墳群と塚原古墳

群 (高崎町・前方後円墳 1基・ 円墳19基・方墳 1基・地下式横穴墓 6基)と志和池古墳群 (都城

市・前方後円墳 1基・ 円墳11基・地下式横穴墓 6基 )の 3古墳群の首長権の交代というような動

的な在り方で把握する必要がある。

箱式石棺は昭和42年 10号墳の南方約10mと 30mの地点で 2基、43年に13号墳から1基、 9号墳

の南25mの地点で 1基が調査された。それぞれを調査した順に 1号、 2号、 3号、 4号 と仮称す

る。 2号石棺の内法は長さヽ 82 cm、 幅27～41cm,深 さ30cmで 、人骨 1体 0鉄剣 1・ 鉄鏃 30竪櫛

1が出土 した。 4号石棺は長さ 119+α cm,幅46cm,深 さ33cmで、刀 10剣 10鉄鏃 1が出土 し

た。 204号 石棺とも蓋石に端を重ね、底に板石を敷いている。

地下式横穴墓は牧ノ原 1基l雀ケ野 1基 t香禅寺 1基が調査されている。牧ノ原 1号地下式横

穴墓は平入り楕円形プランで、剣 10鉄鏃 1が出土 した。雀ケ野 1号地下式横穴墓は妻入り長方

形プランで、剣 10刀子 10鉄斧 1・ 鉄鏃12が出土 した。香禅寺 1号地下式横穴墓は片袖方形プ

ランで、剣 1・ 鉄鏃 1が出土 した。

地下式板石積石室墓は香禅寺遺跡で 1基調査されている。規模は175cm,幅 120cmで 、剣 10鉄

鏃 5が出土 した。地下式板石積石室墓は県内では川内川上流のえびの市と大淀川上流の香禅寺の

みであり、注目される。香禅寺遺跡では地下式板石積石室墓と地下式横穴墓が共存 しており、え

びの市の灰塚遺跡・蕨遺跡に例があるのみである。

以上のように、町内においては遺跡詳細分布調査が行われていないために各時代の遺跡の動態

をほとんど把握できないが、今回の発掘調査によって各時代の様相の一部が窺えられるようにな

り、特に弥生時代後期の集落の様相が窺い知れるようになった。

0                                   10Cm

l号墳出土円筒埴輪
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第皿章 城ケ尾遺跡A地区の調査

雛 1節 調査区の設にと概要

城ケ尾遺跡は行政区では高城町大字石山字城ケ尾であり、宮崎市の南西約31kmに位置する。城

ケ尾遺跡は大淀川を西に臨んで、都城盆地に向って南に伸びる都城盆地中・北台地群の標高 160

mに位置する。

ゴルフ場のクラブハウスの建設に伴って昭和62年 3月 16日 ～ 5月 8日 まで 962ぽ (御池ボラ上

面780ぽ 。アカホャ上面182ぽ )の 発掘調査が高城町教育委員会によって行われた。その結果、縄

文時代前期の曽畑式上器、後期の市来式上器、晩期の黒色磨研土器 。孔列土器 。刻目突帯文土器、

打製石鏃 。磨製石斧 。打製石斧などが出上 した。弥生時代後期前半の突出壁 2個 を有する方形プ

ランを基調とする日向型間仕切り住居 1軒が検出され、杏仁形の石庖丁と長頸壺が出上 した。ま

た遺構には伴わないが、重弧文を体部に施 した器台が出上 したのは注目される。平安時代の上師

器・布痕土器 。須恵器などが出土 し、掘立柱建物 (2間 ×2+α 間)1棟 が検出された。御池ボ

ラの下層で縄文前期の曽畑式上器が出上 したことは、今後の発掘調査は御池ボラの下層まで行う

必要性の端緒となった。

第鳳節 包含層の状態

当遺跡では、御池ボラが100cm～ 150cmと 厚く堆積しており、アカホヤ層も良く残存していた。

当遺跡の基本層序は、第 I層が黒褐色上層 (Hue 7.5YR 3/1・ 耕上。ボラを多量に含む)、

第Ⅱ層が黒色上層 (7.5YR 7/10ボラを含まず)、 第Ⅲ層が黒色土層 (7.5YR 2/10ボ ラ

を少量含む)、 第Ⅳ層が黒褐色土層 (7.5YR 2/2・ ボラを多量に含む)、第V層が黄褐色上層

(御池ボラ。砂質)、第Ⅵ層が黒色土層 (Nl.50粘 質)、 第Ⅶ層が暗褐色土層 (10YR 3/30

アカホヤ粒子を含む)、第lllll層が明黄橙色上層 (10YR 6/80ア カホヤ)、第Ⅸ層が黒色上 (10Y

R 2/10硬 質)、第X層が黒色土 (7.5YR l.7/1)で ある。第Ⅱ～Ⅳ層から縄文後§晩期

土器、弥生上器、上師器、須恵器などが出上し、第Ⅵ層から縄文前期の曽畑式上器が出上した。

掘立柱建物は第Ⅳ層上面で、弥生時代の竪穴住居は第V層で検出された。

-9-
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第 3節 縄文時代前期の遺構 と遺物

縄文時代前期の遺構はアカホヤ層上面で11個のピットが検出されたが、性格は明確ではなかっ

た。前期の遺物として曽畑式土器が御池ボラとアカホヤ層の間の黒色土 (粘質)か ら出土 したが

石器は出土 しなかった。

(1)ピ ット (第 8図 )

アカホヤ層上面で検出されたピットは長さ70cm、 幅50cm、 深さ20cmの規模が標準的であり、楕

円形プランである。 SH6と S Hllは不定形プランを呈 しており、 SHllは長さ 145 cm、 幅80cm

深さ24cmと 大形である。B-304、 C-3の aグループとD-203、 E-203の bグルー

プに分布域は分かれる。遺物を伴うものはなく、性格は不明である。

(2)曽畑式土器 (第 7図 )

アカホヤ上層の黒色土層 (粘質)か ら出土 した曽畑式土器は計 8点であり、小片が多い。曽

畑式土器の出土はD-10204と E-3に 分布が集中し、bグループのピット群に対応する。

出土 した曽畑式土器は口縁部の文様帯が刺突文によって構成されるもの (第 7図 102)、 口

縁部内面にヘラ沈線を施すもの (第 7図 3)、横沈線文のもの (第 7図 4)、 斜行沈線文を密に施

した複合鋸歯文があるもの (第 7図 5～ 8)に分類される。

亀〃1響 ク2守警嵐

轟
オ磐 蝿 ‖‖   コ m

第 7図  A地 区出土縄文土器実測図
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第 4節 縄文時代徐 晩期の遺構 と遺物

縄文時代後 0晩期の遺構は御池ボラ上面では検出されなかった。土器としては市来式上器、磨

消縄文土器、黒色磨研土器、孔列土器、刻目突帯文土器などがある。石器としては打製石鏃、打

製石斧、磨製石斧が出土 した。

(1)土 器 (第 10～ 12図 )

御池ボラ上面より出土 した上器は次のように分類される。

第 I類土器 口縁部が断面三角形で、貝殻腹縁の刺突を基本として凹線文 0爪形の列点文など

で構成された文様を施す。第 I類は口縁部に貝殻刺突文と凹線文を施すA類 (第 10図 12～ 20)、 ロ

縁部の上下に貝殻刺突文を施すB類 (第 10図 21～ 23)に分かれる。更にそれぞれ波状口縁と平坦

口縁に分かれる。

第Ⅱ類土器 頸部でくびれ、日縁部へゆるやかに外反する。頸部付近に貝殻 1夏縁刺突文・凹線

文を施す。第Ⅱ類は貝殻腹縁刺突文を有するA類 (第 10図 24～ 31)、凹線文と貝殻腹縁刺突文の組

み合わせのB類 (第 11図 32)に 分かれる。

第Ⅲ類土器 貝殻条痕を施す無文土器である(第 11図 36・ 37)。

第Ⅳ類上器 組織痕のある土器である (第 11図 38)。

第 V類土器 平行沈線と渦巻き状の沈線で構成され、沈線間を縄文を施 した部分と、磨り消し

てヘラ磨 した部分が交互にある磨消縄文土器である (第 H図 39)。

第Ⅵ類土器 口縁部の内外面に 1条の沈線を施 し、横方向の丁寧なヘラ磨きを施 した黒色磨研

土器である(11図 44～50)。

第Ⅶ類土器 若千外反する口縁に未貫通の孔列を施 した上器である (第 12図 54062)。

第Ⅷ類土器 若干外傾する口縁部の外面に一条の刻み目突帯を施 した土器である (第 12図 57～

60063064)。 この中には63の ように貫通した孔列を有する刻目突帯文土器もある。また57～ 600

63の ように幅の狭いシャープな刻目突帯文土器と64の ように幅広の刻目突帯土器がある。

-16-
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第 5節 弥生時代 の遺構 と遺物

弥生時代後期の竪穴住居 1軒が検出され、弥生後期後半の土器が出上 している。

(1)竪穴住居 (第 13図 )

1号住居は、長さ465cm、 幅410cm、 深さ12cmの 規模で、短辺に各々 1つの突出壁を有する日向

型間仕切り住居である。主柱穴は、突出壁の際の柱で 2本柱である。弥生土器は東倶1の部分で長頸

壺の口頸部が出上 しているが、他は甕などの小片である。また両刃の杏仁形石庖丁が東側の突出

壁付近で出上 した。

(2)弥生土器 (第 15図 )

1～ 4́は 1号住居出土である。 1は頸部と肩部の境に明瞭な 2条沈線を巡 らす長頸壷で、長頸

部はほぼ直立気味に伸び、日縁部で若干外反する。長頸部の外面は縦方向と斜方向のヘラ磨きを

施 し、内面は丁寧なナデを施す。胎土は精選されており、焼成は良好で、色調は内外面とも橙色

(2.5YR 6/6)で ある。 2は大きく外反する口縁部を有する壷で、日唇部は凹気味である。

外面はハケロと横方向のヘラ磨きを、内面はヨコナデとハケロを施す。 3は内外面ともヘラ磨き

を施 した壺の口縁部である。 4は くの字口縁の甕で、内面には横方向のハケロを施す。

5～ 10は遺構には共なわない。 5は短い口縁部が大きく外反する壺で、若干長胴気味である。

口縁部は内外面ともナデを施 し、頸部は指押えとシボリを行っている。 胎土には 2～ 3 mmの砂

粒を含み、焼成は良好で、外面の色調は橙色 (7.5YR 7/6)で ある。 6は 口径17cmの壷の国縁

部で、若千外反する日縁部である。口縁部の外面には縦方向のハケロを、内面には指押えの後、

ヨコナデを施す。胎土には 1～ 2 mm大の砂粒を含み、焼成は良好で外面の色調は浅黄橙色 (10Y

R 8/4)で ある。 7は若干上げ底気味の壺の底部である。 8は重弧文を有する器台で、三段

に円形透穴と4本の平行沈線と6～ 8本の重弧を上下に施 している。日径33.Ocm、 底径29.6cm、
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石庖丁

も

第13図  A地 区SAI実 測図 (縮尺 1/40)
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器高45.8cm。 外面は板状のものによるナデの後、ヘラ磨きを施す。内面は上部は丁寧なナデを、

下部にはハケロを施す。胎土には 1.5～ 2 mm大の砂粒を若千含み、焼成は良好で、外面の色調は

橙色 (7.5YR 6/6)と にぶい黄橙色 (10YR 6/4)で ある。 9は口径 10.4cm、 器高 7,6 cm
の鉢で、口縁部が直立気味に伸びる。外面は風化しておリヘラ磨きを施 していると推定され、内

面にはナデを施す。胎上には 2～ 3 mm大の砂粒を若千含み、焼成は良好で、外面の色調はにぶい

黄橙色である。 10は 口径 14.Ocm、 器高 7.7 cmの鉢で、日縁部が大きく外反する。内外面とも風化

著しく調整は不明である。胎土には 1～ 2 mm大の砂粒を若千含み、焼成は良好で、外面の色調は

黄橙色 (10YR 4/8)で ある。

(3)石庖丁

1号住居出土の杏仁形の石庖丁は両端部を欠いているが、現存長10.3cm、 幅 4.4 cmで ある。両

刃で 2穿孔を有 し、斜方向の研磨を施 している。

F5 G5

O    m

第14図  A地 区重弧文器台出土状況図 (縮尺 1/40)
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第15図 弥生土器実測図 (縮尺 1/3)
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第 6節 平安時代 の遺構 と遺物

平安時代の遺構は御池ボラ上層の第Ⅳ層 (黒褐色土層)上面で掘立柱建物 1棟が検出された。

土師器・布痕土器 。須恵器などの遺物は第 Ⅱ OⅢ層で出上 した。

(1)掘立柱建物 (第 16図 )

1号掘立柱建物は、 E・ F-5に 位置し、 2間 ×2+α の間で、桁行が210cm、 梁行が225 cm、
主軸方向はNll° 50′ Eである。 B地区の調査の結果、桁行は 3間から伸びる柱穴は検出されてい

ないので、 1号掘立柱建物は 2間 ×3間 と推定される。

(2)土師器

ナ不 (第 17図 )

当遺跡出上の上師器杯はすべてヘラ切り底であり、形態と法量により次のように分類される。

I― A-1類  1のように口径16.2cm、 底径8.9cm、 器高7.3cmと 器高の高い大形の不である
(第 17図 1)。

I― A-2類  底部と体部の境が明瞭であり、 2の ように口径14.lcm、 底径8.2cm、 器高4.9cm
と I一 A-1類 よリー回り小さい (第 17図 2～ 4)。

I― A-3類  底部と体部の境をナデ消しており、底径は 9～ 9.2 cmで ある (第 17図 506)。
I― A-4類  丸底気味の底部を有 し、底部と体部の境が明瞭でない。 7が口径13.4cm、 底径
8.lcm、 器高4.4cmで、 8が口径12.Ocm、 底径5.Ocm、 器高4.lcmで ある (第 17図 708)。

I― B-1類  高台付坑で、 9は 日径12.7cm、 底径8.6cm、 器高4.3cmで ある (第 17図 9)。

甕 (第 17・ 18図 )

当遺跡出上の甕は口縁部の形態より次のように分かれる。

I類 やや直立気味に立ち上がる長い口縁を有する甕で、内外面とも調整はナデである (第 17

図10)。

Ⅱ―A類 短 く屈曲する□縁を有する甕で、胴部外面は縦方向の粗いハケロを施す (第 18図 11

～ 13)。

Ⅱ一B類  短 く屈曲する口縁を有する甕で、日縁部と胴部の境に強いヨヨナデを施す。また胴

部外面は縦方向のハケロ、内面は縦方向のヘラナデを施す (第 18図 14～ 17)。

飢 (第 18図 18～ 20)

18019は 若干外反する日縁を有する長胴の甑で、外面は縦方向の粗いハケロ、内面は下から上

への板状工具によるナデを施す (第 18図 18019)。 20の把手が口縁と胴部の境に付 くと推定される。

(第18図 20)
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鉢 (第 18図 21)

21は大きく外反する口縁を有する平底の鉢で、外面はヨコナデと横方向のハケロを施 し、内面

は板状工具による横方向のナデを施す。色調は浅黄橙色であるが、焼成は非常に堅緻である。

(3)布痕土器 (第 19図 22～ 29)

布痕土器は、 1号掘立柱建物の周囲のE-40F-5か ら出土 している。布痕土器は口唇部が

鋭角的に削られた丸底の鉢形土器であり、内面に l cm角 で緯糸と経糸が各12本の布目の痕跡を残

している。口唇部の断面から鋭角的な口唇部を有する I類 (22・ 26・ 27)、直角的な口唇部を有す

るⅡ類 (23～ 25)、 内側にそぎおとした鈍角的な口唇部を有するⅢ類 (28)に 分かれる。色調は橙

色であるが、焼成はやや軟のものと堅緻なものとがある。

(4)須恵器 (第 19図30～ 46)

ナ不 (第 19図 31～ 35)

ネはすべてヘラ切 り底であり、形態と法量により次のように分類される。

I― A-1類  体部と底部の境が明瞭であり、31は 口径 12.2cm、 底径6.9cm、 器高4,7cmで ある。
内外面ともヨコナデを施す。

I― A-2類  体部と底部の境にヘラ削りを施 しており、32は 日径12.lcm、 底径 8.2 cm、 器高
4.2cmで ある。33は底径8.Ocmで ある。内外面ともヨコナデを施す。

I一 B-1類  体部と底部の境は不明瞭であり、34は 口径 11.Ocm、 底径6.5cm、 器高3.5cmで 、
35は 口径 11.2cm、 底径6.Ocm、 器高4.Ocmで ある。内外面ともヨコナデを施す。

杯蓋 (第 19図30)

30は宝珠撮みを有 し、かえりを持たない郊蓋である。口径14.Ocm、 器高 2.6 cmで 天丼部にヘラ

削りを施 している以外はヨヨナデである。

高台付婉 (第 19図36～ 41)

高台付婉はすべてヘラ切り底であり、形態と法量により次のように分類される。

I― A-1類  体部と底部の境にヘラ削りを施 し、高台はほぼ直角に伸びる。36は 口径12.2cm
底径8.lcm、 器高4.Ocmで、37は □径 11.7cm、 底径7.9cm、 器高4.2cmで ある。38は底径 8.2cmで あ

る。他の部位はすべてヨヨナデである。

I― A-2類  体部と底部はヨコナデを施 し、高台はほぼ直角に伸びる。39は 口径 12.4cm、 底
径8.lcm、 器高4.2cmである。

I― B-1類  体部と底部の境はヨコナデを施 し、高台は外方へ伸びる。40は 日径12.Ocm、 底
径7.5cm、 器高5.Ocmであり、すべてヨコナデを施す。42は底径 7.O cmで ある。

I― B-2類  体部と底部の境はヨコナデを施 し、高台はほぼ直角に伸びる。41は El径 11.Ocm
底径7.6cm、 器高4.3cmである。
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ナ不 (第 19図 43)

43はヘラ切りの底部で、体部がまっすぐ伸び、日縁部が若干外反する。口径 15.Ocm、 底径12.5

cm、 器高 4.lcmで ある。

甕 (第 20図44～45)

44は甕の頸部で、外面は格子目叩きを、内面には指押えと同心円叩きを施す。45は 44と 一個体

の甕の丸底の底部で、外面は格子目叩きを、内面には同心円叩きと平行叩きである。焼成はやや

軟である。

高ネ (第 20図46)

46は高J不の脚部で、ほぼ直立気味の脚部で、若千裾広がりに開く。内外面ともヨコナデを施す。

第 7節 ′卜   結

A地区は、縄文前期の曽畑式上器、縄文後期後半の市来式上器、縄文晩期の黒色磨研土器 。刻

目突帯文土器、弥生時代後期後半の上器、平安時代の須恵器 。土師器などが出土 し、弥生時代後

期後葉の竪穴住居 1軒 と平安時代の掘立柱建物 1棟が検出された。当遺跡は縄文前期から平安時

代に営まれているが、最盛期は弥生時代後期と平安時代である。

御池ボラ下層の黒色土 (粘質)か ら出土 した縄文時代前期の曽畑式土器は、刺突文や直線文で

構成された水ノ江和同氏分類のⅢ式に相当し、曽畑式上器の最後の段階である。ピットなどの遺

構が検出されたが、竪穴住居などの生活遺構は検出されなかった。アカホヤ層の下層は安全管理

の面で調査できなかった。

縄文時代後期後半の上器としては第 I類の市来式の深鉢形土器と第Ⅱ類の草野式の深鉢形土器

が出土 し、第 V類の鐘ケ崎式上器も出上 している。第 IA類の市来式上器は口縁部の上下の貝殻

連続刺突文の間に凹線を施すと伴に、頸部にも員殻刺突文を施 し、断面三角形の肥厚が薄くなり

「くの字状」の断面をしているので、草野貝塚分類のVCl類 に相当する。第 IB類 は断面三角

形の口縁部の肥厚が薄くなり、「 くの字状」の断面を有 し、回縁部下に員殻腹縁刺突文を連続 して

おり、草野貝塚分類のVC2類 に相当する。第ⅡA類は頸部でくびれ、口縁部へやわらかく外反

し、頸部の文様は凹線を伴わず、貝殻腹縁刺突文を施しており、草野貝塚分類のⅥ B類に相当す

る。第ⅡB類は頸部に貝殻刺突文と凹線を施 しており、草野貝塚分類のⅥA類に相当する。第V

類の鐘ケ崎式上器は第 I類の市来式土器に伴うものである。遺構は検出されなかった。

縄文時代晩期前半の土器としては第Ⅵ類の黒色磨研の浅鉢形土器が出上 しており、日縁部径よ

り胴部最大径が大きく、頸部から横に胴部が張り出すタイプであり、平畑遺跡分類の晩期前半Ⅳ

式に相当する。土器量は少なく、遺構も検出されなかった。

縄文時代後期後半の上器としては第Ⅵ類の口縁部と胴部の屈折部に刻目突帯を有する甕が出土

しており、いわゆる夜臼式上器であるが、土器量は少ない。また第Ⅶ類の孔列土器が数点出上 し

しおり、62は 口縁部端から孔までの距離は10～ 14mmで、日縁部に沿って焼成前に 5～ 6 mmの 小孔
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が 6～ 12mm間隔で穿たれているが、未貫通である。それに対 して63は体部に屈曲があり口縁部と

屈曲部に刻目突帯を有する刻目突帯文土器であり、山崎純男氏分類の甕Ⅳ類 。宇木汲田遺跡分類

の甕ⅢA類に相当し、日縁部の突帯の下に 5 mmの 小孔が24～27mm間隔で穿たれているが、貫通 し

ているものと貫通していないものがある。また口縁部に王冠のように山形を多数巡 らしている点カツト

常に異っている。62の類例としては長行遺跡 (福岡県北九州市)出上の孔列土器があるが、未貫

通である点が異なる。一方、口縁部の形態を除くと63の類例としては吉母浜遺跡 (山口県下関市 )

出上の孔列土器がある。県内では赤松遺跡 0下水流遺跡 (東郷町)、上別府遺跡 (高鍋町)、祗園原

遺跡 0八幡上遺跡 (新富町)、平畑遺跡 (宮崎市 )、三股町、中尾山遺跡 (都城市)な どで口縁部直

下の突帯の下に孔列を巡 らした土器が出土 しているが、遺構には伴っていない。県内では前原北

遺跡 (宮崎市)の SC6出 土のものが63の類例であるが、 SC6の ものは体部で屈曲していない

点が異なる。

検出された弥生時代後期後葉の竪穴住居は、一辺 4.5mの方形プランを基調とする日向型間仕

切 り住居で、突出壁を 2有するが、ベッド状遺構は有 しない。日向型間仕切り住居は県内におい

ては越シ遺跡 (日 向市)を北限として、一ツ瀬川下流域 。大淀川下流域 。大淀川上流域 。清武川

下流域 。川内川上流域に分布 しているが、大淀川上流域の当町においては初めてである。 1号住

居から出上 した長頸壺は重弧文土器の国頸部であり、くの字口縁の甕からも後期後葉に比定され

る。県内では73遺跡で 131個 の石庖丁が出土 しているが、その48.6%をえぐり入り石庖丁が占め

ており、広義の宮崎平野の海岸部に分布 している。それに対 して当遺跡の 1号住居か ら出土 した

石庖丁は杏仁形であり、注目される。また重弧文を施 した器台としては短 く直立 した口縁部の外

面に上向きの重弧文を施 した一丁畑遺跡 (熊本県城南町)の ものが知 られているが、体部に重弧

文を三段に施 した器台は全く類例はなく注目される。重弧文土器は県内では大淀川上流域と下流

域、五ケ瀬川上流域に分布 している。

平安時代の掘立柱建物 1棟 (2間 ×3間 )が検出され、ヘラ切り底の上師器不、高台付きの須

恵器椀、布痕土器が出土 した。土師器の杯の I一 A-2類 は、形態・技法の点では平畑遺跡分類

の I一 A-1類 に相当するが、法量の点で器高が 3 mmほ ど高い。また10世紀前半に比定されてい

る小山尻東遺跡分類の 1-Aa類 より口径がひと回り大きく古い様相を示 している。土師器の

高台付き椀 (不 I一 B-1類 )は法量から御笠川南条坊遺跡分類の I～ 2A類に相当し、 9世紀

後半～ 10世紀初頭に比定される。県内の歴史時代の須恵器の窯跡としては松ケ迫窯跡 (宮崎市)

と苺田窯跡 (延岡市)が調査されており、松ケ迫窯跡は奈良時代前半に比定されている。10世紀

中頃より下らない時期の短時間に操業された苺田窯跡の高台付き椀は回径7.7～ 8.5cm、器高6.4～

7.5cmで ある。当遺跡出上の須恵器である宝珠撮み付きの蓋 。高台付き椀は形態と技法の諸特徴か

ら両窯跡に挟はれた 9世紀後半の時期に比定される。布痕土器は森田 勉氏分類の Ⅱa類に相当

する。これらの上器群は 9世紀後半を中心する時期のものである。
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第17図  A地 区出土土師器実測図 (I)(縮尺 1/3)
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図
版
１

城ケ尾遺跡遠景

アカホヤ上面遠景
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図
版
２

御池ボラ上面遠景

市来式土器出土状況

-43-



図
版
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孔列土器出土状況

A地区 1号住居
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図
版
４

1号住居石庖丁出土状況

1号住居長頚壺出土状況
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図
版
５

A地区弥生土器出土状況

A地区重弧文器台出土状況
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図
版
６

A地区出土石器

A地区 1号掘立柱建物
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第Ⅳ章 城ケ尾遺跡B地区の調査

雛嗜節 調査図の設にと概要

本遺跡の調査は、クラブハウス建設予定地のA地区の調査終了後、電動カー ト格納庫の建設に

伴なって実施されたものである。位置的には、A地区の南東側に隣接 した場所であり、遺跡とし

てはA地区と同一である。発掘調査にあたっては、A地区南東側の格納庫建設予定地及び北側の

カー ト用通路をその対象とした。従って、A地区におけるグリッドを拡張して用いることとし、

5m方眼のグリッドを設定 した。調査の順序としては、調査対象区全面の耕作土を重機によって

除去 し、その後人力によって掘り下げを行なうことにした。人力による掘り下げの際、御池ボラ

層上層の遺物包含層内では、遺構の検出は困難であったため、御池ボラ層上面が遺構の検出面と

なった。また、御池ボラ層上位の調査が終了した後、格納庫建設部分については、御池ボラ層下

の調査を行なった。

調査の結果、御池ボラ層下位においては縄文時代前期の遺物が出上 し、その 11位においては、

縄文時代後 。晩期、弥生時代後期、平安時代の遺物が出上 した。また、遺構も弥生時代後期の竪

穴住居跡 。土墳をはじめとしてピット・溝状遺構が検出された。

調査は、昭和62年 5月 30日 へ́ 7月 6目 までの日程で高城町教育委員会によつて行なわれ、調査

面積は 700ポ であった。

第 9雛 包合層の状態

B地区遺跡における層序は、基本的にA地区と同一である。第 I層が耕作土、第Ⅱ層がボラを

ほとんど含まない黒色土層、第Ⅲ層がボラを僅かに含む黒色土層、第Ⅳ層がボラを含む黒褐色

上層、第 V層の御池ボラ層の順となっており、さらにその下位に第Ⅵ層の黒色粘質土層、第 lllI層

暗褐色土層と続いた。縄文時代前期の曽畑式上器は第Ⅵ層黒色粘質上層の上位で出土し、他の縄

文後 0晩期の上器、弥生土器、土師器、須恵器等の遺物は、第Ⅱ層から第Ⅲ層にかけて出上 した。

調査着手前の地形はほぼ平坦であったが、主要遺物包含層である第Ⅲ層は、調査区南西部より

北東部へ緩やかに傾斜して安定した堆積状況を呈 していた。
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第 3飾  縄文時代の上轟

1´
ヽ3は、御池ボラ層直下の第Ⅵ層黒色粘質土層より出上 した曽畑式上器である。 1は外反す

る日縁部で、日唇部は丸みを持つ。外面及び内面には、先端の尖った工具により、 1～ 2 cm程度

の断面V字状の平行沈線を斜め下方より施す。ていねいなナデ調整で色調は暗赤褐色を呈する。

203は 胴部片で、外面には先端が丸みを持つ平担な棒状工具により幾何学文を施文する。内外
面ともにていねいなナデ調整である。色調は 2が明赤褐色、 3が赤褐色を呈する。 1～ 3と もに

滑石は含まず細かい黒色粒が目だち、焼成は良好である。

4～ 10は、貝殻文系の市来式上器である。 El縁部は波状口縁であり、日唇部断面は三角形を呈

する。内外面ともに員殻条痕による調整を施 した後、口縁部外面はナデ調整を施 し、棒状工具に

よる沈線 0貝殻腹縁による刺突文を施す。 9。 loは胴部片で内 。外面ともにナデ調整で、上半部

に員殻条痕調整の痕跡が残る。 9は屈曲部を有するが10は ゆるやかに内傾 しながら下半部へ続 く。

色調は 6が明赤褐色、 8がにぶい赤褐色で、他は暗赤褐色である。胎土は5010が l mm程度の大

きめの白色砂粒が目立つ。他は、白色 。灰色 。黒色の細かな砂粒を含む。

11・ 12は、孔列連点文土器である。11は、先細りの口縁部がゆるやかに外反 しており、丸みを

帯びた「コJ字型の肥厚する日唇部で終る。調整は外面が横位、内面が斜位の条痕調整であるが、

内面の国唇部直下の幅 2 cm程度はナデ調整である。穿子Lは貫通 しておらず、孔口径が 5 mm、 孔底

径が 3 mmで先細りの工具で施 している。また孔□周辺部は条痕の摩耗が観察される。胎上には長

石 。石英を含み、茶色・ 黒色の砂粒が日だつ。色調はにぶい橙色を呈 し、焼成は良好である。 12

は斜めに直行 して立ち上がる口縁部で、外面に稜を有する。ナデ調整の後、幅 4 mm程度の沈線を

外面に巡らせ、沈線内に穿孔を施す。色調は灰褐色を呈 し、焼成は良好である。

13は、精製磨研の壷型土器である。丸みを帯びた平底から斜めに直行 して立ち上がり、胴部よ

り僅かに内湾しながら先細り、肥厚する日縁部で終る。最大経を測る胴部には、幅 2 mmの 沈線が

巡る。内外面ともに平滑な研磨調整である。胎上には、 3 mm程度の砂粒を僅かに含むが、全体的

にきめが細かく、自色の細砂粒も目立つ。色調は灰褐色を呈する。 14は 口縁部が外反する深鉢型土

器である。底部より斜位に直行 して立ち Lが り、胴部で屈曲して弓なり状に外反する日縁部に続

く。内外面ともに横位のナデ調整である。色調は褐灰色を呈し、胎土には 1～ 2 mm程度の白色 。

灰色 0茶色の石粒が目立つ。 15へ 1́8は精製磨研の浅鉢である。 15は、やや丸みを持つ胴部屈曲部

より弓なりに外反する先細りの頸部を有し、日縁部は丸く終る。風化しているが、内外面ともに

平滑な研磨調整を施す。胎上中に、径 1～ 3 mmの明黄褐色の軽石粒を含んでいるのが特徴的であ

る。色調はにぶい黄橙色を呈 し、良好な焼成である。16は明瞭な屈曲部を有する胴部片である。

内外面ともに研磨調整が横位に施され、堅緻な作りである。また、胎土もきめが細かく、自色の
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細砂粒が僅かに目立つ程度である。色調は内外面ともに明褐色を呈する。 17は平底で上方へは僅

かに丸みを持って立ち上がる。色調は、外面がにぶい褐色、内面が黒褐色を呈する。平滑な研磨

調整で、胎上には白色細砂粒が目立つ。

第繰節 称金時代の遺構と遺物

① 遺 構

弥生時代の遺構としては、突出壁を有する竪穴住居跡 2軒、土墳 8基が検出された。いずれも

第 V層 (御池ボラ層)上面が遺構確認面となった。A地区においてすでに弥生時代の竪穴住居跡
が 1軒検出されていたので、今回検出された竪穴住居跡は、 SA-20SA-3と した。土墳は

遺物の出上がみられなかったが、他の時代の出土上器が少なく出土状況の重なりが見られないこ

と、 2軒の竪穴住居跡周辺部にそれぞれ集中していることや埋上状況等から判断しノて弥生時代の

上墳と判断した。

SA-2(第 3図 )

包含層の掘り下げの過程において、HOI-708区 に弥生土器の出土が集中していたので遺

構の存在が推察されたが、竪穴住居跡として確認されたのは御池ボラ層上面まで掘り下げた段階

であった。北東部はノリ面の整備のため削平され、床面の輪郭が僅かに確認できる程度であった。

平面形は、南北にやや長い楕円形を呈し、長径 3.8m短径 3.3mを測る。突出壁は 7箇所確認さ
れたが、削平部分に 1つ存在していたと推察され、計 8箇所の突出壁を有するものと思われる。

検出面からの深さは、壁際で10～ 20cmを 測る。そして中央部へ向けて僅かに緩やかに深 くなり、

中央部では検出面より約30cmの 深さであった。床面はほぼ平坦で、貼り床 。壁帯溝はみられなか

った。 8箇所の突出壁のうち 5箇所は残存状態が良好であったが、南側の小さいものは15cm程度

張り出しているのみで、残る東側の 2箇所も削平を受けていた。 ピットは 5箇所検出されたが、
4本柱の可能性が大きい。また、遺構検出時に、中央部に炭化物を多く含んだ範囲がみられたが

掘り下げによって焼上が堆積 した炉跡と考えられる凹部を確認 した。
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出土 した土器は少ないが、ほとんどが甕である。高琢・器台は出上 していないが、注目される

のは、重弧文長頸壺が出土 したことである。頸部と肩部のつぎ目に8条 。肩部中位に 5条の沈線

を巡らせ、下向きの重弧文は 5条、上向きの重弧文は 6条の沈線で描き配置している。この長頸

壺は、住居跡南側の壁際にまとまって出上 したが、日縁部はすぐ近くで出上 した 1が胎上
。色調

調整ともに類似 しており、同一の可能性がある。甕は突帯を有するものと無いものが出上 してい
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る。石器としては、磨製の石庖丁・石鏃等が出土 しており、それぞれの未完成品・ 素材・破損品

等が出土 している。(第 12013図 ) 土器・石器ともに住居跡では分布の偏りがみられ、炉跡と壁

際に出土が集中する傾向がみられる。特に、石器は、炉跡の周辺部に素材及び景J片が集中し、壁

際には製品が出土 している。

第 4図  SA-2出 土器実測図
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SA-3(第 15図 )

調査区北倶1の GoH-1～ 4区の遺物包含層の掘り下げがほぼ終了し、第Ⅲ層 (御池ボラ層 )

上面での遺構の調査を行なった際、H-2区 に突出壁を有する竪穴住居跡の一部が確認されたの

で、発掘区を拡張して調査を行なった。平面形はほぼ円形を呈していたが、南東部の約 3分の 1

の部分は、ノリ面の整備のため既に削平されていた。突出壁は、大きく張り出し形状の明瞭なも

のが 5箇所、小 さなものが 2筒所の計 7箇 であったが、削平部分にも 1箇所あったものと考え

られる。突出壁は同規模のものが等間隔に並んでいるのではなく、小型のものが変員」的に混在す

るという状況であった。張り床・壁帯溝・ ベッド状遺構等は検出されなかったが、床面は固く締

まっていた。ピットは 3箇所検出されたが、柱穴として考えられるのは突出壁先端部に対応 した

2箇所である。また、遺構検出時に、 SA-2と 同様炭化粒を多く含んだ範囲が住居跡中央部に

見られ、掘り下げの結果炉跡であることが判明した。 しかし、中央部の炉跡と考えられる凹部に

は、炭化粒を多量に含んだ層は検出されたものの焼上はその粒子を僅かに含んでいるのみで、 S

A-2の ような明瞭な層としての堆積はみられなかった。そして、住居跡南側の削平部分につい

ては、約 10cm程度の段差をもって床面が下がっており、当初は他の住居跡との切合いかとも考

えられたが、断面の観察の結果地すべり等によるずれであることが判明した。

SA-3で 出上 した上器は、複合口縁壺・壷 。甕 。高不 。鉢等であったが、いずれも破片であ

り、完形品は出上 していない。上器量としては甕が最も多かった。 901oは 壺口縁部で10は 口唇

部に櫛描き波状文を施文する。11も 櫛描き波文を施文する複合口縁壷である。15は台付き鉢で内

外面ともにていねいなミガキ調整を施 している。石器は、半磨製の扶り入り石庖丁 1点 と磨製石

鏃の破片 1点が出上 したのみであり、SA-2の ような景1片 0未製品等は出上 しなかった。 (第

12図 3・ 11)

遺物の分布状況としては、 SA-2の ような偏りは見られなかった。

上墳 (第 809図 )

SC-l G-8区 で検出され、 240 cm× 85cmの 隅丸長方形プランである。 2箇所のピットを

有する。

SC-2 H-7区 で検出され、 210 cm× 90cmの「ひょうたん」形の平面プランである。床面

はほぼ平坦で中央部にピットを 1箇所有する。

SC-3 GoH-6区 で検出され、 165 cm× 85cmの楕円形を呈する。中央部に 1箇のピット

を有する。
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148.900m

一一 B′

I層 ―黒掲色■ ・粘性強 くしまりは良い。 5 mm以下の黄橙色パ ミスを含
む。中央部で炭化粒 を僅かに含む。

lm          Ⅱ層一暗掲色士 ・粘性は中程度。 5 mm以下の黄橙色パ ミスを I層 より多

―

十一
―

―

く含む。中央部で炭化粒 を含む。
Ⅲ層―暗福色土 …土質は Ⅱ層に同 じ。炭化粒 を多量に含む。焼土はな し。

第 5図 SA-3実 測図
SC-4 H-7区 で検出され、 165 cm× 85cmの楕円形プランである。南側から北側へ深くな

っているが、床面はほぼ平坦である。

SC-5 G-1区 で検出され、 225 cm× 95cmの楕円形プランである。床面では東側と西側に

2箇所の凹部があり、西側には段差があって浅い部分がある。

SC-6 G-1区 で検出され、 160 cm× 90cmの楕円形プランである。床面は平坦で中央部に

ピットを 1箇所有する。

SC-7 G-1区 で検出され、 195 cm× 85cmの 隅丸方形状プランである。南西部に凹部があ

り、北東部に35cm× 20cmの楕円形のピットを有する。

SC-8 G-2区 で検出され、 150 cm× 90cmの楕円形プランである。 2段の掘り込みになっ

ており、中央部に 1箇所のピットを有する。
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② 弥生時代の土器 (第 10。 11図 )
20～23は複合口縁壷の回縁部及び底部である。口縁部はいづれも口縁反転部に明瞭な稜を有し

ない。23は外面に櫛描波状文を施す。24～26は長頸壷の頸部・肩部・胴部片であるが、別個体で

ある。24・ 25は、器壁の厚さからみてSA-2出 上の長頸壺と同程度の大きさのものと思われる

が、26は小型で作りも堅緻である。27は 、肩部に張付け突帯を有する壺であるが、胴部下半部の

突帯の有無は不明である。28～39は甕で、突帯の有無により大別される。突帯の無いもの (28～

36)の中では、口唇部が「コ」字型で口縁部の外反が明瞭であるもの (28⌒-32)と 、日唇部に丸

みがあり口縁部の外反がゆるやかなものとがある。37は、日縁部の外反がゆるやかで口縁部直下

に突帯を有する。38は、頸部に明瞭な稜を有 し、日縁部が肥厚する。39は 、日縁部がゆるやかに

大きく外反 し、突帯 も下がる。40041は、脚付鉢の口縁部と考えられる。口縁部はやや内湾ぎみ

に立ち上る。張り出 し部を有するのが特徴的であるが、どの程度の張り出しかは不明である。42

は、高不の杯部である。口縁部には屈曲部を有 し、日唇部は僅かに張り出す。43～45は高杯の脚

部である。43は穿孔を有 し、堅緻な作りである。44は脚部先端が丸く、張り出しも弱いが、45は

脚部先端の稜が明瞭で大きな広がりを持つ。46～49は手づくねのミニチュア土器である。46は 口

唇部に丸みを持ち、底部も丸く、器高よりも口縁径が大きい。47は回唇部が丸く底部は小さな平

底で、器高と口縁径がほぼ同じである。48は、46・ 47の 回縁部 0胴部が内湾ぎみに立ち上がるの

に対 して、僅かに外反ぎみに立ちあがっており、先細りの口縁部になっている。口唇部は「 コJ

字型で、外面に稜を有する。底部は安定 した平底である。51～ 56は壺及び甕の底部である。50は

上げ底で、外面に明瞭な稜を有する。51は、50よ りも強い上げ底で先端部は丸みを帯びる。52～

55は平底の底部でノ、外反ぎみに立ち上がるもの52、 ほぼ斜めに直線的に立ち上がるもの53、 ゆる

やかな丸みを帯びて立ち上がるもの54055等がある。
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③ 弥生時代の石器 (第 12013図 )
1～ 5は磨製石庖丁の完形及び破片である。 1は、刃部の反対側に 2箇所の扶りを有 し、その

両側が突出した特異な形態のものである。一方の突出部は欠損 しているが、長形 8.l cm、 短径4.

7cm、 最大厚0.5cmを測る。刃部は丸みを帯びる平刃でその長さは、両側の斜めの刃部も入れて9.

3clnで ある。下方の刃部は幅lmm程度の平坦面であり、両償1の斜めの刃部が鋭利な刃先を有する。

下方刃部には刃こばれが目立つ。石材はデイ岩である。 2は 2つ の穿孔を有するタイプのもので

粘板岩の破片を利用 した完形品である。刃部は平刃で刃こばれが目立つ。穿孔は一方からのみお

こなっており、反対側は貫通時の景」落がそのまま残存する。長径7.4cm、 短径4.4cm、 最大厚0.55

cmを測る。 3は両倶1に扶りを持つ半磨製のもので、粘板岩の厚手の破片を利用している。刃部は

やや丸みを持つ平刃であり、横位の研磨により鋭利な刃部をつくり出している。長径 8.9 cm、 短

径4.5cm、 最大厚は 1.l cl■ を測る。 405は 破片である。特に 5は全体的に研磨が及んでおらず

刃部も片面のみ研磨されているなど石庖丁作成中の欠損品ではないかと考えられる。石材は、 4

が粘板岩、 5がデイ岩である。 7～ 13は磨製石鏃の完成品 。欠損品 。未製品である。 7は穿孔を

1つ有し、扶りの深いタイプのものである。刃部は両側よりていねいに研ぎ出し、扶り部分から

脚部まで研ぎ出している。最大長4.4cm、 最大幅2.2cm、 最大厚0.4cm、 穿孔径0.4cmを 測る。石材

は安山岩である。 8は 7よ り小型で、研ぎ出しも扶り部までは及んでいない。扶りの形状は弧状

を呈し脚部先端 も平坦である。刃部は 2段に研ぎ出し鋭い刃部を作り出している。最大長 2.5 cn

最大幅1.8cm、 最大厚0.2cmを 測り、石材はデイ岩である。 9は未製品で、一方の刃部とのバラン

スからみて、もう一方の刃部を作成する時に破損 したものと考えられる。 10は、完成品の欠損か

作成中の破損かは不明である。 2点 ともに丸みを帯びた三角形に近い扶り部である。 11も 10と 同

様の破損部である。快りはゆるやかな弧状を呈し、扶り部も研ぎ出している。また、中央に表裏

面ともに快り部より先端部へ凹部を研ぎ出しているのが特徴である。いずれも石材は粘板岩であ

る。 12・ 13は形状からみて磨製石鏃の研ぎ出し前の未製品と考えられる。景」片を調整 して大まか

な形を整え、さらに研磨によって、石鏃の輪郭を出し、刃部を研ぎ出すという工程が考えられる。

14は最大長12cmの大型の横長の景1片である。片面を研磨 しており石庖丁の未製品と考えられる。

石材は粘板岩である。15は、砂岩製の砥石で断面は方形を呈する。実際に使用 しているのは4面

のうちの 3面であり、 1面は研磨痕を僅かに残すものの原礫面を残 している。 16は、扁平な円礫

であるが、僅かに磨耗の痕跡がみられ、住居跡内より出上 したこと等から、磨製石器の製作に関

連する石器と考えられる。17は、粘板岩製の横長の景1片である。形状等からみて、石庖丁の素材

と考えられる。
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0                                10Cm

第13図  出土石器実預1図 (2)
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第 5節 その他の時代の遺構 と遺物 (第 14図 )

遺 構

遺構としては、第Ⅲ層 (御池ボラ層)上面において、 2条の溝状遺構と 135箇所のピットが検

出された。溝状遺構はG・ H-506区 にかけて東西方向に、またF～ H-8～ 11区にかけて南

北方向に延びており、遺物は出土 していないものの埋上の状況・断面の形状等から判断 して同一

のものでF-7区 (未発掘区)で結合していると考えられる。 しかし、その性格・ 時期等につい

ては不明であった。また、ピットは内部よりの遺物の出上がなく、掘立柱の柱穴の配列として把

握できるものもなかった。

遺 物

遺物としては土師器 4点・布痕土器 2点・甑 1点・須恵器18点が出土 している。土師器及び布

痕土器は、小破片であり形状・ 時期を明確に推定できるものはなかった。 1の甑は、底部の内径
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第14図  その他の時代の遺物
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が30.5cmを 浜1り 、底部より斜めに内湾しながら立ち上がる。外面はたて方向の粗いハケロ調整 。

内面は縦位の粗い調整の後に横位のナデ調整を施 している。胎土は 1～ 3 mmの 茶色 0灰色 。白色

の砂粒を多量に含む。色調は外面がにぶい黄橙色、内面が黄橙色を呈し、焼成は良好である。 2

～ 5は須恵器の口縁部・頸部と胴部片である。 2は 口径19.8cmを 測る壺口縁部である外面肩部に

格子ロタタキ、内面に同心円夕タキ調整を施す。色調は外面が黄灰色、内面が黄褐色を呈する。

3は、外面が格子ロタタキ、内面が同心円タタキ調整で、色調は外面がにぶい黄褐色、内面が褐

灰色を呈する。 4は、外面が格子ロタタキ、内面が平行夕タキ調整で、色調は外面が黄灰色、内

面が灰黄褐色を呈する。 5は、外面に格子ロタタキ、内面に同心円と平行タタキを施 し、色調は

外面が明黄褐色、内面がにぶい黄橙色を呈する。いずれも平安時代の遺物である。

第 6節 小 結

都城盆地周辺部においては、御池ボラ層が 1～ 3m堆積 しており、御池ボラ層下の面的な調査

はこれまで行なわれていない。しかし、近年の分布調査等によって早 。前期の良好な包含層が確

認され、遺物 も表採されている。今回の面的な調査によってB地区では曽畑式上器が出土 したの

みであったが、A地区では遺構も確認されている。近年は、ゴルフ場等の大規模開発に伴なって

御池ボラ層さらにはアカホヤ層下まで削平がおよぶ例が出てくることが予想され、その調査にあ

たっては、御池ボラ層下における面的な調査を十分考慮 して行なう必要がある。また、市来式上

器 。孔列連点文土器についても、発掘調査による出土例としては前者が初見で後者が 2例 目と貴

重な資料となった。

弥生時代においては、後期の突出壁を有する竪穴住居跡が 2棟検出されたが、 2棟 ともに円形

プランでありA地区の方形プランとは異なるものである。またB地区の 2棟の住居跡間にも突出

壁の形状・柱穴数等の差異がみられる。特にSA-2で は免田式の長頸壷が出上 しており、注目
①

される。また、この住居址は石器の工房跡としての可能性が強 く、都城市祝吉遺跡のY-1

号住居跡につぐ類例となった。祝吉遺跡Y-1号 住居跡では、工房空間と食住空間が区別される

傾向を指適 しているが、 SA-2に おいても炉周辺部と壁際の空間とに 2分される傾向がある。

出土 した石器のうち、穿孔のある磨製石鏃は石材が他と異なっており、搬入品と考えられ、また

SA-2出 上の扶 り入りの磨製石庖丁やSA-3で 出上 した側辺に扶りの入った半磨製の石庖丁

も周辺部に類例のないものであった。その他、 SA-2と SA-3に おける柱穴数の差等は、石

器工房を主とする住居跡と居住を主とする住居跡との機能差を反映していることも考え られる。

誰  本郷泰道「祝吉遺跡」『都城市文化財調査報告書』第 1集
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PL-2

SA-3(調 査前) SA-2(遺 物出土状況 )

SA-3(調 査中) SA-2(調 査前 )

SA-3(調 査後) SA-2(調 査後)
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PL-3

遺物出土状況
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PL-5

弥生時代の土器 (1)
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弥生時代の土器 (2)
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PL-7

弥生時代の土器 (3)
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第V章 ま と

城ケ尾遺跡は、縄文前期の曽畑式土器、縄文後期後半の市来式上器 。草野式上器、縄文晩期の

黒色磨研土器・刻目突帯文土器、弥生時代後期の上器、平安時代の須恵器 。土師器などが出土し、

弥生時代後期の竪穴住居 3軒・土娠 8基 と平安時代の掘立柱建物 1棟が検出された。当遺跡は縄

文前期から平安時代まで営まれているが、最盛期は弥生時代後期と平安時代である。

御池ボラ下層の黒色土層 (粘質)か ら縄文時代前期の曽畑式土器の最後の段階のものが出上 し、

ピットなどの遺構が検出されたが、竪穴住居などの生活遺構は検出されなかった。アカホヤ層の

下層の縄文時代早期以前は安全管理の面で調査できなかった。

御池ボラ上層からは縄文時代後期後半の貝殻文系の市来式と草野式の深鉢形土器のみが出上 し

ており、それに伴って磨消縄文の鐘ケ崎式上器が伴って出上 している。遺構は検出されなかった。

縄文時代晩期前半の上器としては黒色磨研の浅鉢形土器が出上 しているが、前半の最後の段階

の上器である。遺構は検出されていない。

縄文時代晩期後半の上器としてはいわゆる夜臼式上器と呼ばれる刻目突帯文の甕が出土 してい

るが、土器量は少ない。また孔列土器が数点出上 しており、深鉢形土器と刻目突帯文土器の両者

に見られるが、孔列には未貫通と貫通の違いが見られる。県内では第Ⅲ章第 7節で述べたように

9遺跡で出上 しているが、遺構には伴っておらず、細かい時期及び共伴の上器の問題を含めて今

後の調査の課題である。

検出された弥生時代後期の竪穴住居は、 3軒の日向型間仕切り住居で、その内訳は円形プラン

を基調とするものが 2軒と方形プランを基調とするものが 1軒であり、すべてベッド状遺構を有

していない。円形プランを基調とするものは突出壁を 5以上有 しているが、方形プランのものは

突出壁を 2有 している。主柱穴は 2号住居が 5本に対 して 1号住居と3号住居は 2本である。前

者が第 IB類 に、後者が第 ⅣB類に相当する。日向型間仕切り住居は県内においては越シ遺跡 (日

向市)を北限として、一ツ瀬川下流域・大淀川下流域 。大淀川上流域 。清武川下流域 。川内川上

流域に分布 しているが、大淀川上流域の当町からは初めてである。集落構成が日向型間仕切 り住

居のみか他の平面プランをも含むかについては、調査面積が狭かったために集落の全容を把握す

るまでにには至らなかった。 1号住居は長頸壺と甕から後期後葉に、 2号住居は長頸壺とくの字

口縁の頸部に刻目突帯を施 した甕から後期末葉に、 3号住居は口縁部に櫛描波状文を施 した壺か

ら後期後葉に比定される。 3軒の竪穴住居から石庖丁が ,6点出土 しているが、形態は多種多様で

ある。特に 2号住居から出土 した石庖丁は刃部の反対側に 2ケ 所の決りを有 し、その両側が突出

しており、特異である。また両端に扶りを有する磨製の石庖丁も3号住居から出土 している。県

内では73遺跡で131個 の石庖丁が出土 しているが、その48.6%を扶り入り石庖丁が占めており、広

め
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義の宮崎平野の海岸部に特に分布 している。扶
´
り入 り石庖丁は大淀川上流域の都城盆地周辺に

も分布する。第Ⅳ章第 6節で述べられているように 2号住居からは磨製の石庖丁・石鏃の素材 。

未製品 。景J片 などが出上 してお り祝吉遺跡のY-1号 住居で指摘 された「工房J的性格の住

居の可能性がある。重弧文土器は 1号住居と2号住居から長頸壺が出上 しており、 2号住居出土

の長頸壺は重弧を上下に施 している。これらの重弧文土器は西健一郎氏分類の第 4型式 bに相当

し、後期後葉の中段階に比定される。遺構には伴わなかったが、三段の重弧文と円形透かし穴を

体部に施 した器台も重弧を上下に施 しており、類例は全くなく注目される。重弧文土器は県内で

は大淀川上流域と下流域、五ケ瀬川上流域に分布 しているが、当遺跡の重弧文土器は重弧を上下

に施 しており、加納遺跡 (清武町)と 黒迫遺跡 (宮崎市)に類例が見 られ、大淀川上流域と下流

域の特徴を備えている。また大萩遺跡 (野尻町)で は土墳墓の供献土器として重弧文土器が使用

されているが、県内では住居に伴って出土する例としては初めてである。上墳が 8基検出されて

いるが、プランは不定形であり、性格は不明である。

平安時代の掘立柱建物 1棟 (2間 × 3間 )が検出され、ヘラ切り底の土師器不、高台付きの須

恵器椀、布痕土器、甑が出上 した。高台付き椀とヘラ切り底土師器の形態及び布痕土器が共伴す

ることから、 9世紀後半を中心とする時期に比定される。

当遺跡の調査面積は狭かったが、御池ボラ下層で曽畑式上器が出土 した点は重要であると共に、

弥生時代後期と平安時代の遺構と遺物に多 くの成果を挙げることができた。弥生時代と平安時代

の集落の一部を垣間見ることができたが、他地域との比較は今後の調査に期待される。
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